
お念
ね ん

珠
じ ゅ

 

お念珠のはじまり 

今から約２５００年前におしゃかさまが仏教のみ教えを説かれた時代

に、お念珠の起源があります。インドに難陀
な ん だ

国
こく

という小さな国がありまし

た。波
は

瑠璃
る り

という王様の時代に国が乱れ、病気が流行り、人々は大変苦し

い生活をしていました。やさしい王様は何とかしたいと悩み苦しみ考えた

すえ、おしゃかさまに相談されました。おしゃかさまは、王様にそれで

は、木の実に穴をあけて、糸を通しなさい。それをいつも身に付けて、悩

ましく乱れるこころを静めて、一心に「南無仏」「南無法」「南無僧」を称

えなさい、と教えられました。これがお念珠のはじまりと伝えられていま

す。 

 

  礼拝
らいはい

とお念珠 

   お寺やお家のお内仏にお参りするときは、お念珠の輪に両手を通して

合掌
がっしょう

します。み仏さまにご挨拶するとき、こころ静かにみ仏さまのお名

前「南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

」とお呼びしてご挨拶しましょう。 

 このことは、食事の前に手洗いをして清潔にして、「食前の言葉」を唱

和して食事をはじめるのに似ていますね。 
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